
表紙写真／チャレーンシャイン小学校の畑（ラオス、ビエンチャン）

印刷協力／群馬県沼田幼稚園（田代経量園長）

会員を募集しています。わたしたちの活動を理解していた

だき、ご協力いただける方、一緒にアジアでのボランティア

をはじめませんか。

(1) 入会金 正 会 員 1万円 団体正会員 3万円

活動会員 ― 団体活動会員 3万円

賛助会員 ― 団体賛助会員 ―

(2) 年会費 正 会 員 1万円 団体正会員 3万円

活動会員 5千円 団体活動会員 3万円

賛助会員 1口 5千円 団体賛助会員 1口 5千円

振り込み先

・名 義「特定非営利活動法人 Ｔ・Ｍ良薬センター」

・銀 行「群馬銀行本店 普通 ２１３４１５０」

・郵便局「００１６０－５－５９１７８１」

寄付を集めています

ご協力お願い致します

「優しさで地球をつつもう」

会 報 第２９号

令和２年７月１日

T・M良薬センター事務局
〒 371-0852 群馬県
前橋市総社町総社 1024
Tel&Fax：027-254-2325
E-mail：office@tmrc.jp
http://www.tmrc.jp

令和元年度活動報告・令和２年度事業募集



平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31日

ご寄付下さった皆様のお蔭で、様々な支援活動をすることが

できました。多くの方に喜ばれました。感謝申し上げます。

◆生活支援

➢横須賀西ロータリークラブが毎年恒例のチャリティコンサ

ートの募金によりカンボジア・アンチャン村に井戸を 2 基寄

贈し、壊れた井戸を 1基修理しました。

➢昨年度に続き、日蓮宗東京西部社会教化事業協会が水不足

に悩むカンボジアのクラバン村とアラスバイ村にそれぞれ井

戸を２基寄贈しました。12月に完成し近隣住民が生活用水と

して利用しています。

➢美しい切り絵の御朱印で有名な群馬県蓮久寺（立川恵教住

職）が御朱印の奉納金を貯めてカンボジア・ルハル村に井戸

を 1基寄贈しました。

◆復興支援

➢ 2019 年 4 月末に報道された、スリランカの連続爆破事件で

被害を受けた子供達の心の支援のために、TMRC コロンボ事

務所を通して、小学校や幼稚園に図書や文房具を贈りました。

令和元年度事業報告

◆教育支援

➢東南アジア、ラオス、シャイタニ地区のチェラーンシェイ

小学校は 1993 年に設立された公立の学び舎です。首都ヴィエ

ンチャンの街から北東約 30km に位置し、10 月にバスに乗っ

て訪問した時は、アスファルトの道路は途中までで、赤褐色

の土の道に入ると速度を落として、雨季で出来た水溜りを迂

回しながらの道中でした。

同校は広い校庭と２舎の建物、

6 教室からなり、226 人の生徒が

通学しています。教室を増やす

ため校舎の一つを増築していま

すが、この時点では、屋根と柱

だけ出来ていて、休み時間の遊

技場として使われていました。

日蓮宗東京西部宗務所が「いのり題目の日」の記念事業と

して企画した支援は、校庭の回りに獣除けのフェンスを設置

するというもので、カンペンシャイ校長の、生徒の安全のた

めに、という要望に応えるものでした。日本の、台風 19 号の

水害で当初の募金予定が変更さ

れましたが、その後のご寄付に

より金網を 230 ｍ購入し、校庭

一周を囲むことができました。

「ヤギに食べられない素材で作

った」という看板は校庭の入り

口に立てられました。

〈



➢この度のフェンス設置などの活動でご縁ができたラオスの

チェラーンシェイ小学校にて同校長先生と相談し、教育の一

環として農業支援事業を始めました。JICA プログラム『Good

Agricultural Practice 善良な農業実践（GAP）』の農業エンジニ

ア達の指導の許、2019 年 11 月 14 日に教員と生徒は 15 本のア

ヴォカドの木を植えました。

慣れ親しんできた校庭に自分

たちの手で木を植えるという活

動は生徒たちを大いに喜ばせ、

先生方も笑顔を絶やさず、皆で

穴を掘り苗木を運びました。苗

木の周りに竹で約１ｍ四方の柵

を作り、周りは遮光ネットで、上部はココナッツの葉っぱで

覆い、強すぎる太陽の光から苗木を守る農芸を施しました。

今回指導を担当したバートさんは学生時代に職業訓練留学

で日本に２年間滞在し、日本の伝統農業技術をラオスで普及

している農業エンジニアです。この植樹プロジェクトを端緒

に、チェラーンシェイ小学校では農業活動を活発に行ってい

ます。12 月に校庭の一角の土を畑として耕し、玉ねぎ、レタ

ス、バジル、白菜などの野菜、そして

朝顔、コリアンダーなどの花を種から

発芽させ育てています（表紙写真）。

バートさんは日本で学んだ、山羊や牛

の糞から肥料を作る方法を生徒に教え

ています。今年から「栽培」の教科が

授業課程に入り、多くの生徒が校庭の

菜園・花壇で、それぞれの野菜や花の

成長具合を観察しています。

平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31日

A収入合計 1,985,575円

内訳 ①前期繰越金 189,575 円

②会費収入 425,000 円

③寄付金 1,371,000 円

④雑収入 0 円

B支出合計 1,809,204円 （① + ②）

内訳 ①事業費 1,152,658円

海外事務所経費 96,000 円

生活支援事業(井戸 5 基） 333,738 円

教育支援事業（塾、フェンス、農業等） 194,000 円

復興支援事業（コロンボ） 125,560 円

職業訓練事業（翡翠製品、香盒等） 334,700 円

展示会事業（3 回） 68,660 円

②管理費 656,546円

事務人件費 213,536 円

印刷製本費 1,288 円

什器備品費 29,960 円

旅費交通費 40,720 円

通信運搬費 64,236 円

消耗品費 14,080 円

会議費 36,000 円

諸会費 41,000 円

水道光熱費 137,326 円

雑費 78,400 円

次期繰越収支差額(A-B） 176,371円

令和元年度会計報告



令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日

国際貢献される方と団体を募集しています

●生活支援事業

➢「浄いな水で乾杯を」〈

水がなくて困っている地域に、地下約20m、

手動ポンプ付きの井戸を掘る事業です。乾

期には深刻な水不足になり、死人が出る地

域があります。救命活動です。

➢「アジアの子ども食堂」

カンボジア事務所から空腹で苦しんでい

る人が沢山いるからパンを買い与えて欲しいと要望がありま

した。小学校の生徒 200 人にパンとジュースを購入します。

●教育支援事業

➢東南アジアの学校がなくて勉強が

できない子供達の為に学校を建設す

る活動をしています。現在150万円か

ら300万円で建設寄贈することができ

ます。幼少時に教育を施すことは親の悲願であり、世界の貧

困問題や人権問題、紛争を解決する糸口になります。学校を

設立して世界平和に寄与しませんか。

➢「アジアの保健室サポート」

ミャンマー、スリランカ、カンボジ

アの小学校の、保健室に抗生物質な

ど医薬品を寄贈する活動です。

➢「ほほえみ図書館」

アジアの小学校に図書を寄贈します。

令和２年度事業ドナー募集
➢農業支援

ラオス、チェラーンシェイ小学校で行っている自然農法の菜

園授業を支援しています。

オーガニック肥料

を作って校庭の畑

にまいている様子

とアヴォカドの若

木を植えたところ

●職業訓練事業（フェアトレード）

仕事がない貧困地域で手工芸品を企画・作成し購入する活

動。現在はネパールのシャカ族手製の香盒や「法輪ストラッ

プ」、ミャンマー産翡翠製品等を現地で作っていただいており

ます。釈迦族の銀香盒は身延町「松司軒」で販売中です。

●以前医療支援でお世話になったバングラデシュ医師のハー

ク氏から、現地で新型コロナの PCR 検査をしたい、という協

力要請を受け、6 月初旬に日本財団とゲイツ財団に事業申請

をしました。


